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三上桂子＋ラルフ・デーリング

渋谷シティオペラ「カルメン」

（３枚共）

巧2

◆
井
上
静
香
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

　
新
潟
出
身
、
現
在
紀
尾
井
シ
ン
フ
ォ
ニ

エ
ッ
タ
東
京
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
桐

朋
大
卒
業
後
ソ
ロ
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど

内
外
で
多
彩
な
活
動
を
見
せ
る
若
手
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
井
上
静
香
が
ソ
ロ
デ
ビ
ュ

　
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
新
進
成
嶋
志
保
の
ピ

ア
ノ
に
よ
り
、
前
半
は
ま
ず
タ
ル
テ
ィ
ー

ニ
／
ソ
ナ
タ
・
ト
短
調
「
悪
魔
の
ト
リ
ル
」

を
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
版
で
。
こ
れ
は
ピ
ア
ニ

ス
ト
共
々
、
し
っ
と
り
し
た
典
雅
な
音
色

に
よ
る
情
緒
纏
綿
と
し
た
演
奏
に
な
り
、

次
の
バ
ル
ト
ー
ク
／
無
伴
奏
ソ
ナ
タ
も
緊

張
感
に
満
ち
た
錯
綜
し
た
音
楽
が
丁
寧
で

精
緻
に
弾
か
れ
て
い
た
。

　
後
半
は
ま
ず
シ
ュ
ー
ペ
ル
ト
／
ソ
ナ
タ

イ
長
調
「
デ
ュ
オ
」
で
、
二
人
の
呼
吸
が

ピ
ッ
タ
リ
と
マ
ッ
チ
し
、
の
が
や
か
で
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
心
が
活
か
さ
れ
て
い
た
。

最
後
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
／
ソ
ナ
タ
第
３
番
二

短
調
も
迷
い
テ
ン
ポ
で
熾
烈
に
弾
か
れ
た

第
１
楽
章
や
朗
々
と
歌
っ
た
ア
ダ
犬
ン
ョ

な
ど
か
な
り
の
名
演
で
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の

狂
気
も
素
晴
し
い
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
エ
ル

ガ
ー
「
朝
の
歌
」
も
す
っ
き
り
弾
か
れ
た

な
か
な
か
の
美
演
。
（
７
月
1
7
日
、
東
京
文

化
会
館
小
ホ
ー
ル
）
　
　
　
　
（
浅
岡
弘
和
）

’
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
リ
サ
イ
タ
ル
を
飾
っ
た
。
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三
上
佳
子
＆
ラ
ル
フ
・
デ
ー
リ
ン
グ

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル

　
ソ
プ
ラ
ノ
の
三
上
佳
子
は
国
立
音
大
か

ら
ウ
ィ
ー
ン
の
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム

に
学
び
、
卒
業
後
は
オ
ペ
ラ
、
コ
ン
サ
ー

ト
に
活
躍
。
一
方
バ
ス
バ
リ
ト
ン
の
ラ
ル

フ
・
デ
ー
リ
ン
グ
は
永
く
オ
ペ
ラ
、
オ
ラ

ト
リ
オ
で
活
躍
、
現
在
は
り
Ｉ
Ｉ
ト
中
心
に

活
動
す
る
ド
イ
ツ
の
名
歌
手
。
共
演
は
今

回
が
三
度
目
。
前
半
は
バ
ッ
ハ
の
農
民
カ

ン
タ
ー
タ
全
曲
。
百
姓
娘
と
そ
の
恋
人
の

会
話
を
ア
リ
ア
、
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
、

重
唱
で
表
現
す
る
。
三
上
は
デ
ィ
ア
ン
ド

ル
　
（
チ
ロ
ル
地
方
の
民
族
衣
裳
）
を
身
に

付
け
表
情
豊
か
に
歌
い
上
げ
、
デ
ー
リ
ン

グ
が
こ
れ
に
陽
気
に
答
え
る
と
い
う
楽
し

い
も
の
。
3
0
分
か
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

　
後
半
最
初
、
三
上
の
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
の

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
民
謡
集
。
声
に
い
く
つ
も
の

色
を
持
ち
、
と
く
に
要
所
で
見
せ
る
ノ
ン

ビ
ブ
ラ
ー
ト
の
ポ
ル
タ
メ
ン
ト
が
何
と
も

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
。
続
く
デ
ー
リ
ン
グ
の

「
冬
の
旅
」
か
ら
の
３
曲
は
さ
す
が
の
渋
さ

で
圧
巻
。
そ
の
後
の
日
本
歌
曲
、
シ
サ
ー
ー

マ
ン
の
二
重
唱
も
終
姑
息
の
合
っ
た
演
奏

が
心
を
和
ま
せ
た
。
ピ
ア
ノ
の
篠
宮
久
徳

も
好
演
。
（
６
月
1
9
日
、
Ｊ
Ｔ
ア
ー
ト
ホ
ー

ル
ア
フ
ィ
ニ
ス
）
　
　
　
　
　
（
小
池
潤
一
）

◆
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
歌
う

　
市
民
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

　
作
曲
家
兼
指
揮
者
平
井
秀
明
が
東
京
ニ

ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
と

ハ
王
子
市
民
か
ら
公
募
選
抜
さ
れ
た
１
４

０
名
の
市
民
合
唱
団
を
抜
っ
て
、
日
本
の

唱
歌
や
合
唱
曲
、
そ
し
て
得
意
の
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
を
演
奏
し
た
。
第
一
部
は
ま
ず

混
声
合
唱
の
た
め
の
唱
歌
メ
ド
レ
ー
源
田

俊
一
郎
編
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」
。
『
故
郷
』

『
春
の
小
川
』
『
朧
月
夜
』
な
ど
の
懐
か
し

い
歌
が
雄
弁
に
歌
わ
れ
る
と
、
次
は
ハ
レ

ル
ヤ
コ
土
フ
ス
の
輝
か
し
い
歌
唱
。
そ
し

て
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
／
ス
ラ
ヴ
舞
曲
が
４

曲
で
、
ま
ず
は
第
１
集
か
ら
第
１
番
ハ
長

調
。
平
井
が
最
も
得
意
に
す
る
作
曲
家
だ

け
あ
っ
て
作
裂
し
た
。
続
い
て
は
第
２
集

か
ら
２
番
、
８
番
、
７
番
。
こ
と
に
２
番

は
情
緒
纏
綿
と
し
た
名
演
。

　
第
２
部
は
ま
ず
実
行
委
員
長
で
合
唱
指

導
＆
指
揮
の
森
厚
氏
に
よ
る
挨
拶
と
合
唱

指
導
の
コ
ー
ナ
ー
。
『
我
は
海
の
子
』
　
『
み

か
ん
の
花
咲
く
頃
』
『
赤
と
ん
ぼ
』
と
い
っ

た
名
作
を
会
場
全
員
で
。
最
後
の
團
伊
玖

磨
／
混
声
合
唱
組
曲
「
筑
後
川
」
で
は
平

井
が
オ
ペ
ラ
指
揮
者
の
本
領
発
揮
。
多
彩

で
雄
弁
な
表
情
付
け
が
光
っ
た
。
（
６
月
2
0

日
、
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
）
　
　
（
浅
岡
弘
和
）
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